
 

～ 学校生活再開！ 「新たな行動様式」を念頭に！ ～ 

みんなで輪になって楽しくお弁当を食べたり、行きたいときに行きたいところへ遊びに行ったり、会いたいときに会いたい人

に会ったり・・・ 

「やりたいときにやる！」と今まで当たり前にできていたことが数多く制限されるようになってしまいました。休校期間中、

「当たり前」だったことに有り難みを感じる人も多かったのではないでしょうか。 

さて、いよいよ学校が再開されました。私たちも皆さんが安心して登校できるよう、校内の消毒などの安全管理を徹底

し、学校再開に向けて準備してきました。これからは、登校日にも連絡があったように A.C.（アフターコロナ）の新たな行

動様式を心がけた生活を皆さんにお願いしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 進路希望実現に向けて学習習慣の定着を ～ 

受験までまだあるから大丈夫！という考えは捨てましょう。2年生でどれだけさまざまなことにチャレンジするかが進路実現に

向けて大きなポイントとなります。 

 今は受験科目にとらわれず、どの教科にもきっちり取り組むことが大切です。2 年生の段階から受験教科を絞ってしまうと、

3 年生でやりたいことや希望大学・学部が変わったときに対応ができなくなります。また、数教科に絞った勉強は容易に行うこ

とができるので、今の時点で絞ってしまうと自分への甘えとなってしまいます。今はどの教科の学習にも力を注ぎましょう。 

 まずは、家庭学習習慣確立のために計画を立てましょう。来週から部活動も再開されます。そこで、 

① 1日のスケジュールの中でどの時間を家庭学習にあてるのか。 

② それぞれの曜日でどの教科の学習をするのか。 

③ 土日はどのように学習に取り組むのか。 

例年であれば、1 学期で遅れた分を夏休みに取り返すことが可能でした。ですが、今年は例年より夏休みも短く（現時

点で 19日間）、あっという間に過ぎ去ってしまいます。学習が遅れないためには、スタートが大事！ 

この 2週間での家庭学習習慣の確立はほんとに大事です！今みんなが思っている以上に大事です！ 
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      ～ つばさ ～ 



 自宅で過ごす時間が多いなかで、学習に集中して取り組めないことも多かったのではないでしょうか。しかし、２年生後半

に受験勉強をスタートさせるためには、この時期の学習が重要です。 

 ここでは、２年生のこの時期における学習のポイントを、２年生秋に成績がよかった先輩たち（以下、成績◎）と成績が

よくなかった先輩たち（以下、成績●）のデータとあわせて紹介しています。これを参考に、今後どのように学習していけばよ

いかを考えてみましょう。 

 

 

 

○ 平日の自主学習時間（単位：％）               ○ 休日の自主学習時間（単位：％ ） 

選択肢 成績◎ 成績● 

ほとんどしない 6.7  59.9 

30分 6.4  17.6 

１時間 12.3  11.7 

１時間30分 12.6 4.8 

２時間 26.7  3.9 

３時間 24.4  1.3 

４時間以上 10.9  0.4 

 

 

 

 

 

 

 

自主学習時間について上のデータを見ると、成績◎と成績●には平日、休日ともに、確保している自主学習時間に大き

な差があることがわかります。「自主学習時間を確保できない」「学習する習慣が身についていない」という人は、１日の過ご

し方を見直して、改善できるところはないか考えてみましょう。平日２時間以上、休日３時間以上の自主学習時間を確保

することが目標実現への第一歩になります。 

 

 

○ 課題テスト 6月 11日（木） 

1限：国語  2限：英語  3限：数学Ⅱ  4限以降は A週木曜特別時間割 

 

 

選択肢 成績◎ 成績● 

30分未満 8.0  65.5 

１時間 5.0  13.8 

１時間30分 5.0  8.2 

２時間 13.8  7.4 

３時間 19.3  3.0 

４時間 15.3  1.0 

５時間以上 33.4 0.7 

今後の予定 

６月 11日（木）：課題テスト（１～３限）          ★6月 6日・13日の土曜授業はなし 

19日（金）：薬物乱用防止講座（6限） 

７月 13日（月）～16日（木）：期末考査 

7月 31日（金）：終業式・大掃除 

平日の自主学習時間について、成績◎は２時間

以上確保している人が６割以上を占めているのに

対し、成績●はほとんどしない人が約６割を占めて

おり、自主学習時間に差がみられます。 

休日の自主学習時間について、成績◎は３時間以上

確保している人が約７割ですが、一方で成績▲は 30

分未満が６割以上であり、平日と同様に、成績◎と成

績●には確保している自主学習時間に大きな差がある

ことがわかります。 

データは、2019 年度スタディーサポート２年生第２回全国集計結果より。成績◎は難関大合格レベル、成績●

は基礎・基本養成レベルの生徒の平均回答率です。 


